












































































































































































































































































c brTnnnCe 5.89/k９ 6.39/k９ 4.99/k９ 5.59/k９
ingcfIe 16.5kJ/k９ 13.6kJﾉk9 12.1kJ/k９ 10.1kJ/k９
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Parallel Seriall 2 e） Conventiona
Ｍａｒｋ lst ,. Ｍａｒｋ 1sｔ 2,. Ｍａｒ 1s 2,.
０ 5０ 5０ ◇ 5０ 6 ● 5０ ￣
6０ 6０ Ｘ 6０ 8 ■ 6０ ■■










































































































































































































○ 5０ 0.2 5０ ０．２
□ 6０ ０．２ 6０ ０．２
◇ 5０ ０．２ 6０ ０．２
● 5０ 0.1 5０ ０．１
■ 6０ ０．１ 6０ ０．１





















































































































































































































Ｍａｒｋ Heatsupply 1sｔ 2,.
０ Conventional(2-rotor） 8０ ■■
□ Parallel 6０ 6０
△ Parallel 8０ 8０
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Fig.7:Influenceofambienthumidityandregeneration
temperatureon（a）diameterofdesiccantroton（b）
requiredcoolingpowerand（c）ｔｈｅｖａｌｕｅｏｆＣＯＰ
ｄｅｒｉｖｅｄａｔｔｈｅｕｓｅｉｎanofficeroom(100㎡）
(nlicknessofdesiccantrotor＝0.2m）
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(4)２段除湿型プロセスの導入指針を得るために
実験結果に基づく装置サイズの推算を行った
結果､２段除湿型プロセスは除湿性能が高いこ
とから高温度条件下でも快適な空間を提供で
き、顕熱処理装置を含めた空調プロセス全体
のＣＯＰ値も高い。
以上の結果より、従来型デシカント空調プロセ
スは条件に応じて還気側加湿操作を調節するこ
とや、段階再生手法を用いることで効率化を図る
ことが可能である。また、本研究で提案した２段
除湿型プロセスは従来型プロセス単体では対応
が困難な高温度条件下でも安定した除湿・冷房性
能を維持することができた。２段除湿型プロセス
の実空間への導入を検討した結果、従来型プロセ
スと比較すると外気湿度上昇に伴う処理風量の
増加すなわちローター直径の増大が抑制できる
ことにより実用化に耐えうるプロセスであるこ
とが示された。
(参考文献）
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学位論文審査結果の要旨
当該学位論文に関し、平成１８年２月１曰に第１回学位論文審査委員会を開催し、平成１８年２月７曰に
口頭発表ならびに第２回審査委員会を開催して慎重に審議した結果、以下のように判定した。
本論文は熱駆動型除湿・空調装置の一つである吸着式デシカント空調プロセスの性能向上施策を除湿機本
体およびシステム構成の点から研究したものである。まず、ハニカム回転型除湿機と顕熱交換器から構成さ
れる２ローター型デシカント空調機について、還気側蒸発冷却器の導入効果を様々な再生用空気条件下で調
べ、吸着材ローターの除湿能力および熱交換器における顕熱除去能力との関係を明確にしている。さらに、
除湿機再生ゾーンを２分割して２段階で吸着材再生を行う段階再生手法を小型実験機に適用し、その省エネ
ルギー効果の定量化を行っている。システム構成については、除湿操作を２回繰り返すことで、高温度空気
に対しても十分な除湿性能を発揮することができる２段除湿型デシカント空調プロセスを提案し、特に低温
度再生における性能向上を実証した。また、空調熱負荷の異なるいくつかの空間への設置を想定し、必要と
なる除湿ローター径や空調システム全体のエネルギー効率を推算し、本プロセスの導入指針を与えている。
以上、本論文は従来型デシカント空調プロセスの効率化に加えて、低温度熱駆動と高温度対応を両立する
２段除湿型プロセスを提案し、その導入指針を示した有益な論文と評価できる。したがって、その内容は博
士（工学）論文に値するものと判定する。
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